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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　信号の着信を着信音で報知する携帯電話機において、
　複数の発生方式による音データを記憶し、記憶した音データを発生する着信音発生手段
と、
　前記複数の発生方式による音データの組み合わせからなる着信音のパターンを複数記憶
するパターン記憶手段と、
　信号の着信があったとき、前記パターン記憶手段に記憶された複数のパターンの中から
一つを選択し、前記着信音発生手段が着信音を発生するように制御する制御手段と、
を備え、
　前記着信音発生手段は、前記複数の発生方式による音データをそれぞれ記憶する音デー
タ記憶手段と、
　記憶された前記複数の発生方式による音データをそれぞれの発生方式に従って再生する
複数の再生手段と、を備え、
　前記パターン記憶手段は、前記複数の発生方式による音データのうち再生する音データ
の選択と前記選択された音データのそれぞれの再生タイミングの記憶を行うことを特徴と
し、
　前記制御手段は前記再生タイミングにより前記選択されたそれぞれの音データが再生さ
れるよう前記再生手段を制御することを特徴とする携帯電話機。
【請求項２】
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　前記制御手段は、前記信号の着信があったときに、予め設定された条件に基づいて前記
パターン記憶手段に記憶された複数のパターンの中から一つを選択し、前記着信音発生手
段が着信音を発生するように制御することを特徴とする請求項１に記載の携帯電話機。
【請求項３】
　前記複数の音データは、振幅の大小またはパワーに応じて量子化幅を設定する波形符号
化方式の音データと、信号をモデル化して符号化を行う分析合成符号化方式の音データを
含むことを特徴とする請求項１に記載の携帯電話機。
【請求項４】
　請求項１に記載の携帯電話機は、呼出信号を含む無線信号を受信する無線手段と、受信
された前記無線信号から発呼者の電話番号を検出する電話番号検出手段をさらに備え、
　前記パターン記憶手段は電話番号と前記着信音のパターンを対応づけて記憶し、
　前記制御手段は前記検出された電話番号が前記記憶された電話番号と一致したときに前
記記憶された電話番号に対応する着信音のパターンで前記音データが再生されるよう前記
再生手段を制御することを特徴とする携帯電話機。
【請求項５】
　請求項１に記載の携帯電話機は、呼出信号を含む無線信号を受信する無線手段と、受信
された前記無線信号から発呼者の電話番号を検出する電話番号検出手段をさらに備え、
　前記パターン記憶手段は電話番号の一部分と前記着信音のパターンを対応づけて記憶し
、
　前記制御手段は前記検出された電話番号の一部分が前記記憶された電話番号の一部分と
一致したときに前記記憶された電話番号の一部分に対応する着信音のパターンで前記音デ
ータが再生されるよう前記再生手段を制御することを特徴とする携帯電話機。
【請求項６】
　請求項２の携帯電話機は、計時手段を備え、前記予め設定された条件は前記信号の着信
時刻が予め設定された時間帯に含まれることであることを特徴とする携帯電話機。
【請求項７】
　請求項２に記載の携帯電話機は、カレンダー機能を備え、前記予め設定された条件は前
記信号の着信日が予め設定された期間に含まれることであることを特徴とする携帯電話機
。
【請求項８】
　請求項２に記載の携帯電話機は、特定の発呼者からの不在着信回数の計数手段を備え、
　前記予め設定された条件は前記不在着信回数が予め設定された回数の範囲内に含まれる
ことであることを特徴とする携帯電話機。
【請求項９】
　請求項２に記載の携帯電話機は、前記携帯電話機の電池残量を測定する手段を有し、前
記予め設定された条件は前記信号の着信時における電池残量が予め設定された容量の範囲
内に含まれることであることを特徴とする携帯電話機。
【請求項１０】
　請求項２に記載の携帯電話機は、音の測定手段を備え、前記予め設定された条件は前記
信号の着信時に前記携帯電話機周囲の音が予め設定された音の条件に含まれることである
ことを特徴とする携帯電話機。
【請求項１１】
　前記音の条件は、前記音の測定手段によって測定された音の、音圧レベル高低差、音圧
レベルの継続期間、ある特定の周波数範囲の音の継続時間等のいずれかに基づくものであ
ることを特徴とする請求項１０に記載の携帯電話機。
【請求項１２】
　請求項２に記載の携帯電話機は、音量レベルの測定手段を備え、前記予め設定された条
件は前記信号の着信時に前記携帯電話機周囲の音量レベルが予め設定された音量レベルの
範囲内に含まれることであることを特徴とする携帯電話機。
【請求項１３】
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　請求項２に記載の携帯電話機は、熱センサーと圧力センサーの少なくともいずれか一方
を備え、前記予め設定された条件は前記信号の着信時に前記熱センサーまたは前記圧力セ
ンサーの少なくともいずれか一方により前記携帯電話機が使用者の手に保持されているこ
とが検知されたことであることを特徴とする携帯電話機。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、信号の着信を着信音で報知する携帯電話機に係り、特に着信時の条件を着信音
で使用者に報知するのに好適な携帯電話機に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
従来の携帯電話機における着信音は、トーン信号をディジタル符号化した数々のトーンデ
ータによるものが一般であった。着信があった場合にはその着信音が鳴ることにより、利
用者は自分の携帯電話機に電話が掛かっている事を簡単に気が付いた。しかし、現在は携
帯電話機の利用者数が急増しており、同じ場所で携帯電話機を所持している人が多くなっ
た。そのため、他の人の携帯電話機への着信が、自分の携帯電話機への着信と間違う利用
者が出て来たので、携帯電話機個々の着信音を区別する必要が求められている。例えば、
メロディ発生手段により各自が固有メロディを作成し、差別化を図るものが普及してきた
。さらに特開平１０－４４４２号公報にあるようにメロディをダウンロードにより更新す
る機能や、特開平０８－２５１２５８号公報のように着信音を事前に外部マイクから取り
込むことにより、独自の着信音を作成する手段もある。ごく最近では、ＦＭ音源方式のよ
うに音データベースから音を合成することにより楽器の音色を奏でられるようにする手段
も発表されてきた。
【０００３】
また、他人の携帯電話機との差別化以外にも、特開平０９－３１２６８４号公報のように
電話を掛けて来た相手によって、着信音や発光パターンを変更する手段が用いられるよう
になった。それにより、着信音を聞くだけで発呼者が分かるなどの利用価値が高められる
ようになった。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
従来は単純にビープ音を作成している周波数の範囲を広げたり、テンポを可変にしたりし
て、それ以前の機械的なビープ音を用いたものに比べて、メロディ音を聞き易くしていた
。さらに、音データベースから音を合成するＦＭ音源方式を着信音に用いたものもあるが
、これも楽器などの特定な音を再生するだけに留まり、人の声などは作成することができ
ない。また、ＰＣＭ音源方式などを単に用いれば、人の声や効果音を作成できて無限に着
信音を作成することができるが、小形、軽量が要求される携帯電話機にとっては、保持す
るデータの容量が大きくなりすぎるという問題点が生じてくる。
【０００５】
本発明の目的は、着信音の差別化を十分に行えるとともに、着信時の様々な状況を着信音
の変化で把握でき、優れた利便性を有する携帯電話機を提供することにある。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
　本発明は前記課題を解決するため、信号の着信を着信音で報知する携帯電話機において
、
複数の音データを備える着信音発生手段と、前記複数の音データの組み合わせからなる着
信音のパターンを複数記憶する記憶部と、信号の着信があったとき、前記記憶部に記憶さ
れた複数のパターンの中から一つを選択し、前記着信音発生手段が着信音を発生するよう
に制御する制御手段と、を備えていることを特徴とするものである。
【０００７】
好ましい実施態様においては、着信音発生手段は、それぞれ異なる発生方法により発生さ
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れる複数の音データをそれぞれ記憶する記憶手段と、記憶された複数の音データをそれぞ
れの発生方法に従って再生する複数の再生手段と、複数の音データのうち再生する音デー
タの選択と、選択された音データのそれぞれの再生タイミングを記憶する再生タイミング
記憶手段とを備え、制御手段は再生タイミングにより選択されたそれぞれの音データが再
生されるよう再生手段を制御することを特徴とするものである。
【０００８】
さらに好ましい実施態様においては、複数の音データは、ＰＣＭ音源方式などの振幅の大
小またはパワーに応じて量子化幅を設定する波形符号化方式の音データと、ＦＭ音源方式
などの信号をモデル化して符号化を行う分析合成符号化方式の音データを含むことを特徴
とする。以上の手段により、主なフレーズはＦＭ音源方式のような音データベースから合
成するものを用いて、付加的に、ＰＣＭ音源方式の人の声や効果音などを用いることがで
きる。これによって、着信音を作成する際に、無限のバリエーションが得られるとともに
、容量を小さくすることができる。
【０００９】
また、予め設定された条件として、発呼者の電話番号が登録された電話番号と一致したと
き、発呼者の電話番号の一部分（市外局番等）が登録された電話番号の一部分（市外局番
等）と一致したとき、信号の着信日が予め設定された期間に含まれるとき、特定の発呼者
からの不在着信回数が予め設定された回数の範囲内に含まれるとき、着信時における電池
残量が予め設定された容量の範囲内に含まれるとき、着呼時に携帯電話機周囲の音が予め
設定された音の条件に含まれるとき、着呼時に携帯電話機周囲の音量レベルが予め設定さ
れた音量レベルの範囲内に含まれるとき、熱または圧力センサーにより携帯電話機が使用
者の手に保持されていることが検知されたときなどである。
【００１０】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の実施の形態を図１～図１８により説明する。
本発明の第１の実施の形態における携帯電話機の構成を図１５に示す。１５１０は送受信
アンテナ、１５１１は送受信データと無線信号を変換する無線部、１５１２は送受信デー
タを音声信号に変換する符号復号処理部、１５１３はマイク、１５１４はレシーバ、１５
１５は携帯電話機としての動作を制御するのに必要とされるプログラム及びデータ等を保
持するための通信用メモリ部、１５１６は本携帯電話機を制御するための通信制御部、１
５１７は表示部、１５１８はキー入力部を示している。１５１９は無線信号着信時に報知
信号を発生させるための報知信号発生部、１５２０は報知信号発生部１５１９で再生され
た報知信号を出力させるためのスピーカを示す。
【００１１】
図１は、図１５の通信制御部１５１６と着信音発生部１５１９の詳細を示すブロック図で
ある。本実施の携帯は複数の音データを同時に再生できる携帯電話機である。本実施の形
態では、複数の音データ方式に対応する音データを記憶する記憶部が複数個設けられてい
る。具体的には、ＦＭ音源方式音データ記憶部３ａとＰＣＭ音源方式音データ記憶部３ｂ
とＭＩＤＩ方式データ記憶部３ｃが設けられ、それぞれの方式に対応して音データを再生
する音データ再生部としてＦＭ音源方式音データ再生部４ａとＰＣＭ音源方式音データ再
生部４ｂとＭＩＤＩ方式音データ再生部４ｃが設けられている。また、ＦＭ音源方式音デ
ータ再生部４ａとＰＣＭ音源方式音データ再生部４ｂとＭＩＤＩ方式音データ再生部４ｃ
は制御部２に接続され、制御部２は再生タイミング記憶部１に記憶された複数の音データ
のうち再生する音データの選定と選定された音データのそれぞれの再生タイミングの決定
を行い、選定されたそれぞれの音データを決定された再生タイミングにより音データ再生
部に再生を行わせる。音データ再生部の出力は混合器５に接続され、各々の音データが加
算されて、この混合器５に接続されたスピーカー６（図１５のスピーカー１５２０に対応
）から最終的に着信音として外部に出力される。
【００１２】
図２に示すように、再生タイミング記憶部１には、再生を行う音データ番号と、それぞれ
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の再生のタイミングなどが記憶されている。音データ番号はＦＭ音源方式音データが１番
、ＰＣＭ音源方式音データが２番、ＭＩＤＩ方式音データが３番とそれぞれ対応している
。音データとしては上記に限ることはなく、ＭＰ３方式音データも用いることができ、音
データ番号として４番が割り当てられる。以下、音データを追加する毎に５番、６番と音
データ番号が割り当てられていく。パターン番号は、相手の電話番号に応じて変更したり
、着信時刻によって変更したりすることができる。その設定方法、種類などは後に詳しく
説明する。再生タイミングはＯＮとＯＦＦで制御されており、ＯＮの時にその音データが
再生されて、ＯＦＦの時には再生されないように制御される。
【００１３】
次に、パターン番号の設定方法について説明する。図１６は本実施の形態における携帯電
話機の概略の外観を示す正面図である。電話機本体１６０１の正面（使用者が操作するキ
ー、ディスプレイ、マイク、スピーカ等が設けられた面）には、一端に受話器となるスピ
ーカ１６０２が設けられ、これから他端に向かってディスプレイ部１６０２と各種操作キ
ーが設けられる。各種の操作キーの中には、ディスプレイ部に表示されるカーソルをそれ
ぞれ上下左右に移動させるための上キー１６０４、下キー１６０５、左キー１６０６、右
キー１６０７と、入力された内容を確定する確定キー１６０８と、入力された内容の削除
や操作の解除を行うクリアキー１６０９と、各種の機能を選択または実行させるファンク
ションキー１６１０が含まれる。上キー１６０４、下キー１６０５、左キー１６０６、右
キー１６０７、確定キー１６０８は、電話番号や時刻等を入力する数字キーの一部が割り
当てられている。他端には送話器としてのマイク１５１３が設けられるが、本図では図示
が省略されている。
【００１４】
上記のキーを操作して、発呼者の電話番号で着信音を変更する方法を説明する。このとき
のディスプレイ部１６０３の表示画面の例を図１７の（ａ）、（ｂ）、（ｃ）に示す。ま
ず、ファンクションキー１６１０とメニュー画面選択に割り当てられたキーを押下して図
１７（ａ）に示される「着信音変更メニュー画面」（ｄ１）に行く。そこでは、何に対し
て着信音を変更するかの選択が行われ、例えば相手の電話番号や、着信日時や、不在着信
回数により変更できるものとする。選択する項目を示すカーソルとして選択項目の左側に
不等号「＞」が表示される。そこで、上キー１６０４押下或いは下キー１６０５押下でカ
ーソルを移動させ、不等号「＞」の先端（この場合右側の鋭角部分）を選択する項目に合
わせる。着信音を電話番号により変更したい場合は「１．相手の電話番号」を選択して、
確定キーを押下する。すると図１７（ｂ）に示される「相手の電話番号による着信音変更
画面」（ｄ２）に移る。この画面中で上キー１６０４押下或いは下キー１６０５押下でカ
ーソルを移動させ、着信音を変更したい電話番号を選択して確定キーを押下することによ
り相手の電話番号を選択することができる。なお、相手の電話番号は数字キーを用いて直
接入力するようにしてもよい。電話番号を選択後、確定キーを押下すると図１７（ｃ）に
示される「着信音のパターン選択画面」（ｄ３）に移り、選択した電話番号に対応する着
信音のパターンを選択できるようになる。そこでは、上キー１６０４押下或いは下キー１
６０５押下でカーソルを移動させ、所望のパターン番号を選択する。本実施の携帯ではパ
ターンが選択される度にそのパターンでの着信音がスピーカ１６０２から再生され、パタ
ーンを確認することができる。ここでは、所望しているパターンとして「２．パターン番
号２」を選択して確定キーを押下することにより、着信音を設定することができる。パタ
ーン番号２では、図２に示されるように音データ番号１のＦＭ音源、音データ番号２のＰ
ＣＭ音源、音データ番号４のＭＰ３音源の音データが同図に示されるタイミングで再生さ
れる。画面を前画面に戻したいときは、（ｄ３）の画面でクリアキー１６０９押下により
、（ｄ２）の画面へ戻ることができる。同様に（ｄ２）の画面でクリアキー１６０９押下
により（ｄ１）の画面へ戻ることができる。
【００１５】
次に、音データが再生されるまでの処理過程を図１、図２、図３、図４及び図１８を用い
て説明する。
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ここでは１例として、発呼者の電話番号からパターン番号を選択し、再生する方法を説明
する。
図３は、発呼者の電話番号からパターン番号の選択を行うために必要な機能ブロックを示
すブロック図である。図１５に示す携帯電話機の回路構成と対応づけて説明すると、無線
信号を受信する受信部１０１は図１５の無線部１５１１中に含まれる受信回路部分であり
、電話番号検出部１０２は図１５の通信制御部１５１６であり通信用メモリ部１５１５に
記憶されたプログラムに従って無線信号の復調後に電話番号を検出する。図１５の通信用
メモリ部１５１５のメモリエリアの一部はパターン番号記憶部１０３として割り当てられ
、電話番号及び各々の電話番号に対応する着信音のパターン番号が図４に示されるように
記憶されている。パターン番号記憶部１０３には設定されて記憶された電話番号に対する
着信１０３ａ、１０３ｂや、電話番号のある部分、例えば、発呼者の電話番号の市外局番
に対する着信１０３ｃ、１０３ｄなどに応じた着信音のパターン番号を記憶することがで
き、使用者の要望に応じていろいろなサービスが展開できる。通信制御部１５１６は検出
された電話番号に対応するパターン番号をパターン番号記憶部１０３に記憶されたデータ
に基づいて決定し、その後は、図１の再生タイミング記憶部１に記憶されたデータに基づ
いてそのパターン番号に対応する音データの再生タイミングを読み出して着信音の作成過
程へ移行する。
【００１６】
以下、フローチャートを用いて具体的に説明する。
図１８のフローチャートで、着信時（ｓ１）において、相手の電話番号などを検出して、
着信音が選択される（ｓ２）。相手の電話番号により着信音を変えるよう設定してあった
場合には、図３に示すように携帯電話機に着呼があると受信部１０１は無線信号を受信し
て復調し、復調された信号が電話番号検出部１０２に送られ、復調後のデータから電話番
号検出部１０２は発呼者（相手）の電話番号を検出する。この電話番号に対応する信号は
パターン番号記憶部１０３に送られ、ここで記憶された電話番号と照合されてその電話番
号に対して設定されたパターン番号が出力される。相手の電話番号が「０１２－３４５－
６７８９」であったとすると、図４に示されるようにこの番号に対して設定されたパター
ン番号「１」の着信音を再生することとなり、図２における音データ番号「１」と音デー
タ番号「２」と音データ番号「３」が再生されることとなる。
また、発呼者が住んでいる地域ごとに着信音変更を行うことも市外局番毎にパターン番号
を設定し記憶することにより可能である。例えば、発呼者の電話番号の上３桁が「０４５
」である場合は、パターン番号「３」の着信音を再生することとなり、図２における音デ
ータ番号「３」が再生されることとなる。
【００１７】
制御部２は再生タイミング記憶部１にアクセスして、図２における各音データの再生タイ
ミングのサーチを始まる（ｓ３）。制御部２では音データ番号「１」（ＦＭ音源方式）の
再生タイミング（ｓ４ａ）、音データ番号「２」（ＰＣＭ音源方式）の再生タイミング（
ｓ４ｂ）、音データ番号「３」（ＭＩＤＩ音源方式）の再生タイミング（ｓ４ｃ）を各々
チェックする。ここで、着信音報知始め（図２中ａ時点）では、音データ番号「１」と、
音データ番号「３」がＯＮになっているので、各々は（ｓ５ａ）及び（ｓ５ｃ）に進む。
音データ番号「２」はＯＦＦのため処理はされず、サーチ待ちの状態になる。音データ番
号「１」であるＦＭ音源方式音データ再生部４ａでは、ＦＭ音源方式音データ３ａを読み
込み、混合器へ送る（ｓ５ａ）。同様に、音データ番号「３」であるＭＩＤＩ音源方式音
データ再生部４ｃでは、ＭＩＤＩ音源方式音データ３ｃを読み込み、混合器へ送る（ｓ５
ｂ）。混合器５では、送られて来た二つの音データを混合しスピーカー６に渡す。スピー
カー６では送られて来た音データを、着信音として出力する（ｓ６）。その後、終わりま
でサーチされたか判断を行い（ｓ７）、次の再生タイミングが設定されている場合には、
次のタイミングのサーチを行う（ｓ８）。
【００１８】
音データ番号「１」及び音データ番号「３」の再生中、暫くすると（図２中ｂ時点）、音
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データ番号「２」もｂ時点の再生タイミングでＯＮとなる（ｓ４ｂ）。すると音データ番
号「２」であるＰＣＭ音源方式音データ再生部４ｂで、ＰＣＭ音源方式音データ３ｂが読
み込まれ、混合器へ送られる（ｓ５ｂ）。混合器５では、送られて来た三つの音データを
混合しスピーカー６に渡す。スピーカー６では送られて来た音データを、着信音として出
力する（ｓ６）。その後、終わりまでサーチされたか判断を行い（ｓ７）、次の再生タイ
ミングが設定されている場合には、次のタイミングのサーチを行う（ｓ８）。終わりまで
サーチされている場合には、着信音の再生を終了する（ｓ９）。これらの全ての処理の過
程であっても、携帯電話機利用者が電話を取って通話を開始することにより、着信音デー
タの再生は終了となる（ｓ９）。
【００１９】
以上の処理過程を踏むことにより、複数の方式で記憶された音データを同時に再生させる
ことが可能となる。なお、この方法を用いると、記憶容量が大きいＰＣＭ音源方式などの
音データは、再生する時間を短く設定することによりメモリの節約ができる。また、回路
規模は若干大きくなるかもしれないが、ＦＭ音源方式によるピアノやギターなどの楽器の
音色をバックグラウンドに、例えばＰＣＭ音源方式による人の声などを再生することが可
能となる。主なフレーズはＦＭ音源方式のような音データベースから合成するものを用い
て、付加的に、ＰＣＭ音源方式の人の声や効果音などを用いることができる。これによっ
て、着信音を作成する際に、無限のバリエーションが得られて、かつ、容量は小さくなる
効果が得られる。その結果、着信時での着信音のバリエーションが豊富になり、他の人の
携帯電話機の着信音との差別化を容易に図ることができる。
【００２０】
着信音のバリエーションを豊富にする例として、上記以外に、パターン番号記憶部に記憶
されている電話番号の所持者の名前を事前にＰＣＭ音源方式の音データとして記憶してお
き、音声として再生すると発呼者の名前が着信音となる。例えば、発呼者の名前が「徳川
家康」であり、これに対応する音データとして「トクガワイエヤス」と記憶されている場
合には着信時に音声で「トクガワイエヤス」と再生される。これは発呼者が携帯電話を使
用しているときにも有効である。発呼者が電話線（光ケーブルを含む）を介して電話局に
接続される電話器を使用している場合には、地域をＰＣＭ音源方式の音データとして記憶
しておき、音声として再生することにより、着信時に相手の発信場所が分かる。例えば、
発呼者の市外局番が「０４５」であり、これに対応する音データとして「ヨコハマ」と記
憶されている場合には着信時に音声で「ヨコハマ」と再生される。このように電話を取ら
なくても、着信音を聞くだけで事前に登録している誰からの着呼やどこからの発信なのか
が理解でき、適切な応答をすることができる。
【００２１】
次に、パターン番号の選択方法の他の例を第２の実施の形態として図５、図６を用いて説
明する。
本実施の形態では、着信時刻からパターン番号の選択を行うことにより着信音の変更が行
われる。通信制御部１５１６の制御プログラムおよび機能、通信用メモリ部１５１５に記
憶されるパターン番号テーブルの内容以外は第１の実施の形態と同様である。図５は、着
信時刻からパターン番号の選択を行うために必要な機能ブロックを示すブロック図である
。図１５に示す携帯電話機の回路構成と対応づけて説明すると、無線信号を受信する受信
部２０１は図１５の無線部１５１１中に含まれる受信回路部分であり、着信時刻検出部２
０２及び時計機能２０４はいずれも図１５の通信制御部１５１６である。時計機能２０４
は通信用メモリ部１５１５に記憶されたプログラムに従って計時を行い時刻を出力する。
着信時刻検出部２０２は、通信用メモリ部１５１５に記憶されたプログラムに従って、受
信部２０１から着信有りの情報を受けたときに時計機能２０４の出力により無線信号の着
信時刻を検出する。図１５の通信用メモリ部１５１５のメモリエリアの一部はパターン番
号記憶部２０３として割り当てられ、着信時刻に対応する着信音のパターン番号が図６に
示されるように記憶されている。本実施の形態ではパターン番号記憶部２０３には設定さ
れて記憶された時間帯に対する着信２０３ａ、２０３ｂに応じた着信音のパターン番号を
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記憶することができる。通信制御部１５１６は検出された時刻に対応するパターン番号を
パターン番号記憶部２０３に記憶されたデータに基づいて決定し、その後は、図１の再生
タイミング記憶部１に記憶されたデータに基づいてそのパターン番号に対応する音データ
の再生タイミングを読み出して着信音の作成過程へ移行する。図６では、例として、午前
０時から午前８時の間に着信があった場合にはパターン番号「１」２０３ａが適用され、
午後５時１５分から午後９時３０分の間に着信があった場合にはパターン番号「２」２０
３ｂの着信音が再生される設定が示されている。具体的には、着信時刻が、午前１時の場
合は、図６の第一の設定時刻である午前０時から午前８時までの間に入るので、パターン
番号「１」の着信音、すなわち、図２における音データ番号「１」と音データ番号「２」
と音データ番号「３」が再生される。また、午後８時に着信があった場合には、第二の設
定時刻である午後５時１５分から午後９時３０分までの間になるので、パターン番号「２
」の着信音、すなわち、同様に図２における音データ番号「１」と音データ番号「２」と
音データ番号「４」が再生される。これにより、使用者は、着信音を聞くだけで現在の大
まかな時刻を把握することができる。この結果、時間に関係する諸活動において大まかな
時刻が把握できているので、余裕ある行動が取れることとなる。また、時間帯により着信
音を変えることができるので、例えば、深夜から早朝にかけてはさわやかな着信音、アフ
ターファイブで騒がしい場所にいるときは大音量でにぎやかな着信音にして、その時間帯
に使用者がいるであろう環境に適した着信音にすることもできる。
【００２２】
また、時計機能２０４を利用して、時間の単位を日または月とすることによりカレンダー
機能とすることができる。これにより、着信時の曜日や平日・祝日の区別、或いは、月に
応じて着信音を変更することが可能となる。さらに、特定の相手から電話が掛かって来る
はずの時刻を設定して、実際に電話が掛かってきた時刻との時間のズレ幅から着信音を変
更することも可能となる。
【００２３】
次に、パターン番号の選択方法の３番目の例を第３の実施の形態として図７、図８を用い
て説明する。
【００２４】
本実施の形態では、発呼者の電話番号から特定の電話番号を特定して、その電話番号から
の不在時の着信回数によりパターン番号の選択を行うことにより着信音の変更が行われる
。通信制御部１５１６の制御プログラムおよび機能、通信用メモリ部１５１５に記憶され
るパターン番号テーブルの内容以外は第１の実施の形態と同様である。図７は、着信回数
からパターン番号の選択を行うために必要な機能ブロックを示すブロック図である。図１
５に示す携帯電話機の回路構成と対応づけて説明すると、無線信号を受信する受信部３０
１は図１５の無線部１５１１中に含まれる受信回路部分であり、電話番号検出部３０２は
図１５の通信制御部１５１６であり、通信用メモリ部１５１５に記憶されたプログラムに
従って無線信号の復調後に電話番号を検出し、検出された電話番号毎の不在時の着信回数
をカウントする。ここで、「不在時」とは、着信時に着信音が予め設定された時間あるい
は回数以上再生されても受信者の応答がない場合であり、携帯電話の場合には、例として
、使用者が携帯電話を手元に置いていない場合、使用者が会議中、映画等の鑑賞中、電車
等に乗車中、自動車を運転中等で電源を切っていたり、マナーモードにしていた場合等で
ある。図１５の通信用メモリ部１５１５のメモリエリアの一部はパターン番号記憶部３０
３及び着信回数記憶部３０４として割り当てられ、不在時の着信回数及び着信回数に対応
する着信音のパターン番号が図８に示されるように記憶されている。通信制御部１５１６
は設定された電話番号から不在時の着信があると着信回数記憶部３０４に記憶された電話
番号の着信回数をインクリメントして更新する。
【００２５】
図８では、予め設定された特定電話番号への着信回数に応じて、１回目の着信時にはパタ
ーン番号「１」３０３ａが適用され、着呼しない場合、すなわち、不在時である場合、同
じ電話番号が検出されるとパターン番号「２」３０３ｂが適用される。それも着呼しなく
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て、３回目に同じ電話番号が検出されるとパターン番号３が適用される設定が示されてい
る。具体的には、１回目の着信時には、パターン番号「１」３０３aの着信音を再生する
こととなり、図２における音データ番号「１」と音データ番号「２」と音データ番号「３
」が再生されることとなる。また、２回目の着信時には、パターン番号「２」３０３bの
着信音を再生することとなり、同様に図２における音データ番号「１」と音データ番号「
２」と音データ番号「４」が再生されることとなる。また、３回目の着信時には、パター
ン番号「３」３０３ｃの着信音を再生することとなり、図２における音データ番号「２」
が再生されることとなる。何回目かに不在が解消して着呼すると、その後は、通信制御部
１５１６が図1の再生タイミング記憶部１にその回数に対応するパターン番号を送り、着
信音の作成過程へ移行する。
【００２６】
この場合、予め設定された電話番号に対してだけ、このモードが動作するようにしたのは
、うるさくしつこい勧誘等の電話、いたずら電話、無言電話等の迷惑電話、あるいはＦＡ
Ｘの誤送信による迷惑なリトライ動作に対するこのモードの動作を防止するためであると
ともに、例えば、家族あるいは親類等に病人等がいる場合に着信の緊急性、重要性を使用
者に知らせることができる。
【００２７】
着信音にＰＣＭ音源を用いて、設定された電話番号からの２回目の不在着信には、「２回
目の電話です」などの言葉を再生させることも可能である。このように、回数が増える毎
に人の注意を喚起する音を設定しておくと、最初の着信で気が付かなかった場合でも着信
回数が増えると着信が分かり易くなり電話を取れるようになる。また、着信回数が分かる
のでその着信の緊急性、重要性が分かり、優れた使い易さを得られる。
【００２８】
また、通信制御部１５１６が、不在着信回数の代わりに、検出された電話番号の一回の着
信におけるコール回数をカウントして、着信回数記憶部３０４にコール回数を記憶させる
とともにインクリメントして更新するよう、プログラムを変更してもよい。この場合には
、一回の着信において、時間の経過とともに着信音を変更することができる。例えば、最
初の方のコールでは優しい音で呼出しを行い、コール回数が非常に多くなるとうるさい呼
出し音に変えることにより、利用者が着信に気付き易くなる。
【００２９】
次に、パターン番号の選択方法の４番目の例を第４の実施の形態として図９、図１０、図
１３、図１４を用いて説明する。
本実施の形態では、携帯電話機が用いられる環境の音の状態に応じてモードを設定し、そ
のモードによりパターン番号の選択を行うことにより着信音の変更が行われる。図９，図
１０では、通常の街頭などのように使用する周囲がうるさい場合での着信を知らせるモー
ドや、会議中の静かにしないといけない場面での着信を知らせるモードなどを設定して、
そのモードによりパターン番号の選択を行うことにより着信音の変更が行われる。図１３
，図１４では着信を行っている携帯電話機の周囲の雑音のレベルに応じてモードを設定し
、そのモードによりパターン番号の選択を行うことにより着信音の変更が行われる。通信
制御部１５１６の制御プログラムおよび機能、通信用メモリ部１５１５に記憶されるパタ
ーン番号テーブルの内容以外は第１の実施の形態と同様である。図９及び図１３は、周囲
の音の状態からパターン番号の選択を行うために必要な機能ブロックを示すブロック図で
ある。受信部４０１と受信部６０１、着信音制御部４０２と周囲雑音検出部６０２、パタ
ーン番号記憶部４０３とパターン番号記憶部６０３とはそれぞれ同様の機能を有するもの
であるため、代表して図９にて説明する。図１５に示す携帯電話機の回路構成と対応づけ
て説明すると、無線信号を受信する受信部４０１は図１５の無線部１５１１中に含まれる
受信回路部分であり、着信音制御部４０２は図１５の通信制御部１５１６であり、通信用
メモリ部１５１５に記憶されたプログラムに従って携帯電話機周囲の音の状態に応じてモ
ードを設定し、そのモードによりパターン番号の選択を行う。周囲の音の状態はマイク１
５１３が検出した音の周波数、音圧レベル、音圧レベルの高低差、ある音圧レベルの継続



(10) JP 4167785 B2 2008.10.22

10

20

30

40

50

時間、または、ある特定の周波数範囲の音の継続時間等により判定される。図１５の通信
用メモリ部１５１５のメモリエリアの一部はパターン番号記憶部４０３として割り当てら
れ、携帯電話機周囲の音の状態に対応する着信音のパターン番号が図６に示されるように
記憶されている。これらの対応関係は受信部６０１、周囲雑音検出部６０２、パターン番
号記憶部６０３についても同様である。
【００３０】
図９、図１０の場合においては、着信音制御部４０２は、通常の街頭などのように使用す
る周囲がうるさい場合か、会議中などのように静かにしないといけない場合かを判定する
ために、音圧レベル、音圧レベルの高低差、ある音圧レベルの継続時間、または、ある特
定の周波数範囲の音の継続時間等を判定する。例えば、会議中では発言中か否かで音圧レ
ベルの高低差があり、また、人間の声の周波数範囲の音が断続的に検出される。また、図
書室などの場合には人間の声の周波数範囲の音が断続的に検出されるが、音圧レベルが低
いとともに音圧レベルの高低差も少ない。一方、街頭などの周囲がうるさい場合には、音
圧レベルが大きいとともに音圧レベルの高低差が少なく、広い周波数範囲の音が連続的に
検出される。着信音制御部４０２は、例えば上記のような音圧レベルの大小、音圧レベル
の高低差、ある音圧レベルの継続時間、または、ある特定の周波数範囲の音の継続時間等
の差異に基づいて携帯電話機周囲の環境を判断してモード番号を決定し、このモード番号
に対応するパターン番号をパターン番号記憶部４０３に記憶されたパターン番号から選択
する。パターン番号記憶部４０３には、図１０のように設定モードに応じて、パターン番
号が設定されている。設定モードは周囲がうるさい場合はモード番号「１」や、図書室な
ど静かにしないといけない場合はモード番号「２」や、普段の部屋での着信を念頭におい
たモード番号「３」など、自分で適当に設定して良い。ここでは、モード番号「１」、「
２」、「３」に応じて、それぞれパターン番号「１」、「２」、「３」が設定されている
。
【００３１】
図１３，図１４の場合においては、単に着信時の携帯電話機周囲の雑音の音量レベルに対
応してパターン番号を設定してパターン番号記憶部６０３に記憶している。この場合には
周囲雑音検出部６０２は携帯電話機周囲の雑音の音量レベルをマイク１５１３が検出した
音の音圧レベルで判定する。パターン番号記憶部６０３は、図１４のように周囲雑音レベ
ルに応じて、パターン番号が設定されている。周囲雑音レベルにおいて、例えば、６０ｄ
Ｂ以上の音圧レベル範囲を「周囲がかなりうるさい」と設定者が感じる範囲としてモード
番号「１」６０３ａを設定し、５９ｄＢ～４０ｄＢの音圧レベル範囲を「まあまあうるさ
い」と感じる範囲としてモード番号「２」６０３ｂを設定し、３９ｄＢ以下の音圧レベル
範囲を「雑音は存在しない」と感じる範囲としてモード番号「３」６０３ｃを設定する。
この範囲はそれぞれ設定者個人個人の感覚に応じて自由に設定することができる。
その後、通信制御部１５１６は図１の再生タイミング記憶部１にパターン番号を送り、着
信音の作成過程へ移行する。
【００３２】
ここで、周囲がうるさい場合のモードに対応するパターン番号では、周囲の音と容易に区
別できて気がつきやすい着信音を事前に設定しておく。また、図書室などの静かな場面で
の着信を設定するモードでの着信音は、なるべく自分にしか分からないような静かな着信
音を設定しておく。これにより、着信時に周囲の音の状況に合わせて事前に自分が設定し
た着信音が再生される。
また、周囲雑音レベルが「かなりうるさい」と感じられる場合に対応するパターン番号で
は、気がつきやすいように例えば甲高い着信音を事前に設定しておく。また、図書室など
のように、周囲雑音レベルが「雑音はない」と感じられる場合では、なるべく自分にしか
分からないような静かな着信音を設定しておく。これにより、着信時に自動的に周囲雑音
を検出して、事前に自分が設定した着信音で呼出しが行われる。
その結果、着信時に周囲の状況に対応した適切な着信音で呼出しを行うことができる。ま
たモード設定数を増やすことにより、携帯電話機利用者の利用状況の複雑さにも対応でき
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る。
【００３３】
本発明は以上の実施の形態に限ることはなく、使用者が携帯電話機を手に取ったことを検
知する熱・圧力センサーや、温度センサーなどを設けて着信音を変更するようにしたもの
であってもよい。携帯電話機を利用者が手に持っている時には、けたたましい着信音がな
る必要がない。そこで、人の体温を感知する熱センサーや、手で持ったことが検知できる
圧力センサーを搭載することにより、人が手に取っていることを自動判断し、着信音を小
さくするよう制御してもよい。また、手で持ったことが検知できる圧力センサーと温度セ
ンサーを組合せ、手で持っていないときでも摂氏２５度以上の温度が検出されたら、気温
が高い、すなわち、暑い場所あるいは暑い季節であると判断して涼しげな着信音にして、
利用者の心を和らげるこようにしてもよい。また、光センサーを組み合わせて、バッグの
中に携帯電話機がある場合は大きい着信音であり、バッグから出すと、外の光を感じ取り
静かな着信音になる機能を追加してもよい。また、近年法律により車中での携帯電話機の
使用は罰せられるようになった。そこで、携帯電話機が車中にあることを加速度センサー
により検知する機能を追加して運転中であることを自動で判断して、自動的に着信音を利
用者が分からないように小さくするか、あるいは第３の実施の形態の不在着信回数モード
にしてもよい。上記の変形例は第４の実施の形態における周囲雑音センサーであるマイク
１５１３の出力の代わりに、熱センサー、圧力センサー、温度センサー、光センサー、あ
るいは加速度センサーの出力を用いることにより実施可能である。
【００３４】
次に、パターン番号の選択方法の５番目の例を第５の実施の形態として図１１、図１２を
用いて説明する。
【００３５】
本実施の形態では、携帯電話機の電池残量からパターン番号の選択を行うことにより着信
音の変更が行われる。通信制御部１５１６の制御プログラムおよび機能、通信用メモリ部
１５１５に記憶されるパターン番号テーブルの内容以外は第１の実施の形態と同様である
。図１１は、電池残量からパターン番号の選択を行うために必要な機能ブロックを示すブ
ロック図である。図１５に示す携帯電話機の回路構成と対応づけて説明すると、電池機能
５０４は携帯電話器に電力を供給したり充電器（図示せず）から充電された電力を蓄える
部分であり、無線信号を受信する受信部５０１は図１５の無線部１５１１中に含まれる受
信回路部分であり、電池残量検出部５０２は図１５の通信制御部１５１６であり、通信用
メモリ部１５１５に記憶されたプログラムに従って受信部５０１からの着信有りの情報を
受けて電池機能５０４から現在の充電されている電池容量を検出する部分である。図１５
の通信用メモリ部１５１５のメモリエリアの一部はパターン番号記憶部５０３として割り
当てられ、電池残量に対応する着信音のパターン番号が図１２に示されるように記憶され
ている。パターン番号記憶部５０３は、図１２のように電池残量検出部５０２で得られた
電池残量に応じて、パターン番号が設定、記憶されており、例として、電池残量が十分あ
る場合には、パターン番号「１」５０３ａが適用され、ディスプレイ上でメモリ２個分の
残量の場合にはパターン番号「２」５０３ｂが適用され、充電の必要がある場合には、パ
ターン番号「３」５０３ｃの着信音が再生されるよう設定されている。通信制御部１５１
６は電池残量に対応したパターン番号を選択した後、図１の再生タイミング記憶部1に該
パターン番号を送り、着信音の作成過程へ移行する。
【００３６】
このように着信が行われた場合に、着信音を聞くだけで、電池残量を大まかに把握するこ
とができる。この結果、通話前に電池残量が確認できているので、通話時間を短くしたり
、充電後に再度交信することを依頼することができ、通話中の不慮の通話切断を防止でき
る。（従来は通話中に電池容量が無くなり、不慮の通話切断が起こる場合があった。）ま
た要充電の着信音を使用者が気がつきやすいものに設定しておくことで、充電の必要性を
携帯電話機利用者に強く認識させることもできる。
また、電池残量に代えて、アンテナの電界強度や、住所録のメモリ残数や、累積通話時間



(12) JP 4167785 B2 2008.10.22

10

20

30

40

50

などにより着信音を変更するようにしてもよい。これにより、利用者は、アンテナの電界
強度や、住所録のメモリ残数や、累積通話時間などの情報を着信時に付加的に把握するこ
とができる。
【００３７】
以上の実施の形態に置いては、着信音として、分析合成符号化方式（ＦＭ音源方式）をメ
インに用いることにより、比較的メモリ容量が小さくて済むとともに、楽器などの音を豊
富に再生することができる。それに付随して、直接マイクなどから録音した音源方式など
の波形符号化方式（ＰＣＭ音源方式）を使用することにより、自分の携帯電話機の着信音
が、他人の携帯電話機の着信音と区別できる効果が得られる。この時、ＰＣＭ音源方式の
データを保持するデータの容量が大幅に必要となるが、ＰＣＭ音源方式のデータを付加的
に使用することにより、メモリ容量を削減できる効果が得られる。
【００３８】
また、発呼者の電話番号から着信音を変更することにより、事前に発呼者を認識すること
ができる。これにより、着信音を聞くだけで重要な用件と思われる着信者には直ぐに出た
り、不必要な着呼は保留にしたりできる効果が得られる。
【００３９】
また、現在時刻や電池残量に応じて着信音を変更することにより、着信音を聞くだけで現
在の大まかな時刻の把握や電池残量が分かるなど付加的な情報を得ることができる。また
、特定の人からの発呼回数や、着信音制御モード、或いは、周囲の雑音レベルそれぞれに
応じて着信音を変更することにより、所持者が着信に気付き易くなる効果が得られる。
【００４０】
【発明の効果】
　本発明によれば、着信音の差別化を行うことができ、優れた利便性を有する携帯電話機
を得ることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の実施の形態における携帯電話機の音データ再生部分の主要部のブ
ロック図である。
【図２】本発明の第１の実施の形態における携帯電話機の音データ番号とそれぞれの再生
タイミングの対応図である。
【図３】本発明の第１の実施の形態における携帯電話機の発呼者の電話番号からパターン
番号の選択を行う機能ブロックを示すブロック図である。
【図４】本発明の第１の実施の形態における携帯電話機の発呼者の電話番号とパターン番
号の対応図である。
【図５】本発明の第２の実施の形態における携帯電話機の着信時刻からパターン番号の選
択を行う機能ブロックを示すブロック図である。
【図６】本発明の第２の実施の形態における携帯電話機の着信時刻とパターン番号の対応
図である。
【図７】本発明の第３の実施の形態における携帯電話機の特定の電話番号の着信回数から
、パターン番号の選択を行う機能ブロックを示すブロック図である。
【図８】本発明の第３の実施の形態における携帯電話機の特定の電話番号の着信回数とパ
ターン番号の対応図である。
【図９】本発明の第４の実施の形態における携帯電話機の周囲の音の状態から着信音を制
御する機能ブロックを示すブロック図である。
【図１０】本発明の第４の実施の形態における携帯電話機の周囲の音の状態から着信音を
制御するモードとパターン番号の対応図である。
【図１１】本発明の第５の実施の形態における携帯電話機の携帯電話機の電池残量からパ
ターン番号の選択を行う機能ブロックを示すブロック図である。
【図１２】本発明の第５の実施の形態における携帯電話機の電池残量とパターン番号の対
応図である。
【図１３】本発明の第４の実施の形態における携帯電話機の周囲雑音レベルから着信音を
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【図１４】本発明の第４の実施の形態における携帯電話機の周囲雑音レベルから着信音を
制御するモードとパターン番号の対応図である。
【図１５】本発明の第１の実施の形態における携帯電話機の構成を示すブロック図である
。
【図１６】本発明の第１の実施の形態における携帯電話機の概略の外観を示す正面図であ
る。
【図１７】本発明の第１の実施の形態における携帯電話機の着信音設定時のディスプレイ
表示例を示す図で、同図（ａ）は「着信音変更メニュー画面」、同図（ｂ）は「相手の電
話番号による着信音変更画面」、同図（ｃ）は「着信音のパターン選択画面」をそれぞれ
示す図である。
【図１８】本発明の第１の実施の形態における携帯電話機の着信音再生時のフローチャー
トである。
【符号の説明】
1：再生タイミング記憶部
2：制御部
3：音データ記憶部
4：音データ再生部
5：混合器
１０３：電話番号検出部
２０２：着信時刻検出部
３０３：着信回数記憶部
４０２：着信音制御部
５０２：電池残量検出部
６０２：周囲雑音検出部
１０３、２０１、３０１、４０１、５０１、６０１：受信部
１０３、２０３、３０３、４０３、５０３、６０３：パターン番号記憶部
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